
第49期

中間報告書
自　平成20年２月21日
至　平成20年８月20日

事 業 年 度 ２月21日から翌年２月20日まで
定 時 株 主 総 会 毎年５月中旬
配 当 金 受 領
株 主 確 定 日

１．�剰余金の配当は毎年２月20日最終の株主名
簿に記載又は記録された株主もしくは登録
株式質権者にお支払いいたします。

２．�中間配当を実施するときの中間配当金は、
毎年８月20日最終の株主名簿に記載又は記
録された株主もしくは登録株式質権者にお
支払いいたします。

株 主 名 簿 管 理 人 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱UFJ信託銀行株式会社

（同送付先） 〒137－8081東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120－232－711（通話料無料）

同 取 次 所 三菱UFJ信託銀行株式会社　全国各支店
野村證券株式会社　全国本支店

株主メモ
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株主の皆様へ
株主の皆様には、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
また、平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
ここに当社第49期中間期（自　平成20年２月21日　至　平成20年８月20日）
における営業の概況をご報告申し上げます。
当中間会計期間におけるわが国経済は、サブプライム問題による金融市場の混
乱や、原油及び原材料価格の高騰により、食料品や生活必需品の価格上昇の影響
を受けて個人消費が冷え込むなど、先行きに対する懸念が高まることに加え、衣
料品小売業界では企業間競争の更なる激化もあり、より一層厳しい経営環境とな
りました。
こうした経営環境のもと、当社では、「地域一番店を目指す」「多様なお客様の
ニーズにお応えする」、「収益率の向上を図る」の３点を最重要課題とし、お客様
の視点に立ったサービスや、VMDの強化による魅力ある売り場づくりを目指し
てまいりました。
商品動向といたしましては、春物商品では気温が低く推移する日が多かったこ
とから、薄手のアウターやパーカーなどの羽織物が苦戦し、トップス全体で計画
を大きく下回りました。夏物商品では半袖シャツや夏物の主力となるポロシャツ
などが苦戦いたしました。また、ボトムスにおきましては、ショートパンツなど
は好調に推移しましたが、引き続きメンズ・レディースともにデニム５ポケット
が苦戦を強いられ、全社として厳しい結果となりました。
販売面といたしましては、店頭サービスの強化を目的に導入しております「ジ
ーンズマイスター制度（社内資格制度）」の充実を図り、ジーンズマイスター・
アドバイザー・アシスタント計446名の全店配置体制とし、お客様に最適なジー
ンズを中心としたボトムスをコンサルティング提案することで、販売力の向上に
努めてまいりました。
また、固定客づくりを目的として取り組んでいる「JMポイントカード」は当
中間会計期間において35万件の発行を行い、当中間会計期間末の総発行数は509
万件となりました。また、携帯電話サイトを６月より従来の「JMモバイル」から、
「モバJ」に変更、会員限定サービスの拡充を図りました。
当中間会計期間における新規出店は、大須店（名古屋市中区）、千葉中央店（千
葉市中央区）、ロックタウン東大阪店（大阪府東大阪市）、およびTシャツやアン
ダーウエアを主力商品とした新業態店舗「ZERO　GRAVITY（ゼロ　グラビテ
ィ）」原宿店の計４店舗で、退店は、新百合ヶ丘オーパ店（川崎市麻生区）、川崎
BE店（川崎市川崎区）の２店舗となりました。結果、当中間会計期間末店舗数
は「ジーンズメイト」業態108店舗、「ZERO　GRAVITY」業態１店舗の計109

店舗となりました。
以上の結果、売上高92億65百万円（前年同期比14.1％減）、営業利益17百万円

（前年同期比95.8％減）、経常利益49百万円（前年同期比88.8％減）となりました。
また、特別損失として「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき減損処理を行
い、減損損失１億58百万円及び退店に伴う損失１億５百万円、繰延税金資産の
資産性の見直しによる法人税等調整額３億76百万円などを計上した結果、中間
純損失６億10百万円（前年同期は中間純損失67百万円）となりました。
なお、中間配当金につきましては、１株につき12円50銭とさせていただき、
さらには株主優待といたしまして、100株以上ご所有の株主様に対しまして一律
3,000円の株主優待券を贈呈させていただきます。
下半期の見通しにつきましては、衣料品小売業界においては更に厳しい経営環
境が続くと予想されます。当社といたしましては、ジーンズマイスターの育成を
継続強化し、マイスターを中心に全社における店頭サービスの向上が図れる体制
を目指すとともに、店舗タイプや地域特性に沿った販促方法を行い、売場づくり
や売場提案力の向上を実現させるためにVMDを強化し、お客様の視点に立った
サービスや魅力ある売場づくりに尽力してまいる所存でございます。
通期の見通しにつきましては、売上高186億50百万円（前期比13.8％減）、経
常損失30百万円（前期は経常利益８億93百万円）、当期純損失７億50百万円（前
期は当期純利益１億38百万円）を見込んでおります。

　平成20年11月

代表取締役社長　福井三紀夫

010_0259101632011.indd   1-2 2008/10/21   14:05:47



―�3�― ―�4�―

業績の概況
（単位：百万円）

期　別

区　分

前中間期

（自平成19年２月21日
至平成19年８月20日）

当中間期

（自平成20年２月21日
至平成20年８月20日）

前　　期

（自平成19年２月21日
至平成20年２月20日）

売 上 高 10,786 9,265 21,633
経 常 利 益 442 49 893
中間（当期）純利益 △67 △610 138
１ 株 当 た り
中間（当期）純利益 △5円55銭 △50円42銭 11円41銭

総 資 産 16,907 15,965 16,774
純 資 産 14,119 13,379 14,162

（注）１株当たり中間（当期）純利益は、期中平均発行済株式総数で算出しております。
（注）△は損失を表しております。

■　商品部門別売上高
（単位：百万円）

期　別

部門別

前中間期

（自平成19年２月21日
至平成19年８月20日）

当中間期

（自平成20年２月21日
至平成20年８月20日）

前　　期

（自平成19年２月21日
至平成20年２月20日）

ボ ト ム ス 3,863 35.8％ 3,302 35.6％ 7,145 33.0％
ト ッ プ ス 5,136 47.6 4,327 46.7 10,852 50.2
小 物 1,786 16.6 1,634 17.7 3,636 16.8
合　　　計 10,786 100.0 9,265 100.0 21,633 100.0

■　大株主の状況
（平成20年８月20日現在）

氏名又は名称 所有株式数
（千株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

西 脇 健 司 2,537 20.05
西 脇 昌 司 1,619 12.80
モルガンスタンレーアンドカンパニーインク
（常任代理人　モルガン・スタンレー証券㈱） 1,021 8.07

㈲ケン・アンド・ティー・ニシワキ 599 4.73
西 　 脇 　 タ ミ 子 590 4.66
ジ ー ン ズ メ イ ト 従 業 員 持 株 会 258 2.04
西 脇 大 輔 186 1.47
西 脇 　 隆 172 1.36
ユービーエスエージーロンドンアカウントアイビーピーセグリゲイテッド
クライアントアカウント（常任代理人　シティーバンク銀行㈱） 168 1.33
日本トラスティー・サービス信託銀行㈱（信託口） 124 0.98
（注）大株主には、自己株式（547千株）は含まれておりません。

中間貸借対照表
（単位：百万円）

資 産 の 部

科　　　　目 前中間期末
（平成19年８月20日現在）

当中間期末
（平成20年８月20日現在）

前　期　末
（平成20年２月20日現在）

流 動 資 産 10,332 9,208 10,422
現 金 及 び 預 金 3,397 2,411 3,623
売 掛 金� 204 166 154
有 価 証 券� 3,958 4,067 3,679
棚 卸 資 産� 2,232 2,216 2,338
そ の 他� 539 346 627

固 定 資 産 6,575 6,756 6,351
有 形 固 定 資 産 961 741 895
建 物� 553 437 517
器 具 備 品� 289 219 270
そ の 他� 118 83 108

無 形 固 定 資 産 34 9 33
投資その他の資産 5,579 6,005 5,421
敷 金 及 び 保 証 金 3,398 3,308 3,348
投 資 有 価 証 券� 1,329 2,180 1,305
そ の 他� 851 516 768

資 産 合 計 16,907 15,965 16,774
負 債 の 部

流 動 負 債 2,341 2,163 2,164
支 払 信 託 528 471 614
買 掛 金� 467 633 445
未 払 法 人 税 等� 214 38 40
賞 与 引 当 金� 146 104 79
ポイントサービス引当金 278 271 285
退 店 損 失 引 当 金� 15 105 9
そ の 他� 688 538 690

固 定 負 債 447 422 447
長 期 未 払 金 447 409 447
そ の 他 － 13 －

負 債 合 計 2,788 2,586 2,611
純 資 産 の 部

株 主 資 本 14,067 13,359 14,121
資 本 金 2,015 2,015 2,015
資 本 剰 余 金 2,125 2,125 2,125
資 本 準 備 金� 2,125 2,125 2,125

利 益 剰 余 金 10,550 9,843 10,605
利 益 準 備 金� 134 134 134
そ の 他 利 益 剰 余 金 10,416 9,710 10,471
別 途 積 立 金� 9,820 9,820 9,820
繰 越 利 益 剰 余 金� 596 △110� 651

自 己 株 式 △624 △625 △624 
評価・換算差額等 51 19 41

その他有価証券評価差額金 51 19 41
純 資 産 合 計 14,119 13,379 14,162
負 債 純 資 産 合 計 16,907 15,965 16,774

（注）記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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中間損益計算書
（単位：百万円）

科　　　　目
前中間期

（自平成19年２月21日
至平成19年８月20日）

当中間期

（自平成20年２月21日
至平成20年８月20日）

前　　期

（自平成19年２月21日
至平成20年２月20日）

売 上 高 10,786 9,265 21,633
売 上 原 価 5,966 5,127 11,898
売 上 総 利 益 4,820 4,138 9,734

販売費及び一般管理費 4,412 4,121 8,909
営 業 利 益 407 17 825

営 業 外 収 益 36 36 69
営 業 外 費 用 1 3 0

経 常 利 益 442 49 893
特 別 利 益 ― 18 132
特 別 損 失 300 279 498

税引前中間（当期）純利益
又は税引前中間純損失（△） 142  △211 528

法人税、住民税及び事業税 192 21 328
法 人 税 等 調 整 額 17 376 60
中 間（ 当 期 ）純 利 益
又は中間純損失（△） △67 △610 138

（注）記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。

会社の概況
資 本 金 2,015百万円
発 行 済 株 式 総 数 12,651千株
株 主 数 14,488名（平成20年８月20日現在）
従 業 員 数 351名
主 要 な 事 業 内 容
　当社はジーンズを中心としたヤングカジュアルウェアを販売する専門店チェー
ンであります。平成20年８月20日現在で109店舗（東京都48、神奈川県24、千葉
県８、埼玉県15、愛知県２、三重県１、大阪府９、兵庫県２）を展開しており
ます。
　出店形態は駅周辺や繁華街等の集客力のある商業集積地へのビルイン出店を軸
に、ショッピングセンター内テナント出店などドミナントエリアを形成しつつあ
ります。
　取扱品目は、ジーンズやカジュアルパンツ等のボトムス類、Ｔシャツやシャツ、
トレーナー、セーター、ジャケット等のトップス類、ソックスやベルト、バッグ
等の小物類と多岐にわたっております。幅広い商品構成とリーズナブルなプライ
スで常に「買物のしやすい場所でいつでも気軽に安心して買える地域一番店」を
目指しております。
役　　　　　　員
取 締 役 会 長 西 脇 健 司
代表取締役社長 福　井　三紀夫
常 務 取 締 役（店舗管理部長） 上 田 成 治
常 務 取 締 役（商 品 部 長） 大 川 昌 男
取 締 役（店舗開発部長） 中 西 直 人
常 勤 監 査 役 藤 村 道 明
監 査 役 ※田 中 　 陸
監 査 役 ※加 納 治 夫

　　※会社法第２条第16号及び第335条第３項に定める社外監査役であります。
主な事業所及び店舗
本 社 東京都渋谷区神宮前六丁目27番８号　TEL�03－5467－9999
戸田物流センター 埼玉県戸田市笹目八丁目９番10号
相模原物流
セ ン タ ー 神奈川県愛甲郡愛川町角田字梅沢前375番１号
店 舗 東 京 地 区 48店舗

神奈川地 区 24店舗
千 葉 地 区 ８店舗
埼 玉 地 区 15店舗
愛 知 地 区 ２店舗
三 重 地 区 １店舗
大 阪 地 区 ９店舗
兵 庫 地 区 ２店舗

中間株主資本等変動計算書
当中間会計期間（自 平成20年２月21日　至 平成20年８月20日）

（単位：百万円）
株主資本 評価・換算差額等

純資産
合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計

その他
有価証
券評価
差額金

評価・換
算差額等
合計

資本
準備金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金 利益
剰余金
合計

別途
積立金

繰越利益
剰余金

平成20年２月20日残高 2,015 2,125 2,125 134 9,820 651 10,650 △624 14,121 41 41 14,162
中間会計期間中の変動額
剰余金の配当 △151 △151 △151 △151
中間純損失 △610 △610 △610 △610
自己株式の取得 △0 △0 △0
株主資本以外の項目の中間
会計期間中の変動額（純額） △21 △21 △21

中間会計期間中の変動額合計 ― ― ― ― ― △761 △761 △0 △761 △21 △21 △783
平成20年８月20日残高 2,015 2,125 2,125 134 9,820 △110 9,843 △625 13,359 19 19 13,379

（注）平成20年５月の定時株主総会における剰余金処分項目であります。
（注）記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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